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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ筑

北
村
議
会
議
長
　
佐
藤
　
文
男
　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
平
成
31
年
の
年
頭
に
あ

た
り
、
議
会
を
代
表
し
て
新
年
の
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

新
春
を
迎
え
村
民
の
皆
様
の
更
な

る
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
と
共
に
、
日
頃
よ
り
議
会

に
対
し
ま
し
て
、
ご
支
援
、
ご
協
力

を
頂
い
て
い
る
こ
と
に
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま

す
と
、
全
国
的
に
は
台
風
や
地
震
に

よ
る
大
き
な
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

幸
い
当
村
は
大
き
な
災
害
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
い
つ
ど
こ
で
大
き

な
災
害
が
発
生
し
て
も
、
お
か
し
く

な
い
異
常
気
象
と
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
日
頃
か
ら
災
害
へ
の
備
え
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
村
で
は
、
特
定
地
区
公
園
整
備

事
業
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
や
駐
車
場
が
完

成
し
、
こ
の
3
月
に
は
、
管
理
棟
建

設
工
事
が
終
了
し
、
3
年
間
で
全
て

の
事
業
が
完
成
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

長
年
の
要
望
で
あ
り
ま
し
た
長
野
自

動
車
道
へ
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
も
、
昨
年
8
月
に
、
事
業

認
可
が
さ
れ
、
現
在
、
用
地
交
渉
や

測
量
設
計
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

早
期
の
完
成
に
向
け
て
引
き
続
き
活

動
し
て
い
き
ま
す
。
国
道
１
４
３
号

青
木
峠
新
ト
ン
ネ
ル
も
、
昨
年
ル
ー

ト
案
が
決
定
し
、一
部
測
量
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
関
係
市
村
と
共
に
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

村
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
少
子
高

齢
化
が
急
激
に
進
む
中
、
人
口
減
少

対
策
、
地
域
の
活
性
化
な
ど
大
き
な

課
題
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
産
業
振
興
、

社
会
基
盤
の
整
備
、
行
財
政
改
革
の

推
進
、
松
く
い
虫
被
害
対
策
な
ど
、

課
題
は
山
積
み
で
あ
り
、
議
員
の
果

た
す
べ
き
役
割
と
責
務
の
重
要
性
は
、

益
々
増
大
し
て
お
り
ま
す
。

村
の
将
来
を
考
え
、
前
年
度
よ
り

継
続
し
て
い
る
冠
着
荘
や
企
業
誘
致

活
動
等
、
早
期
に
方
向
を
決
定
し
、

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
村
の
健
全
財
政
を
維
持
し

て
い
く
為
に
も
、
公
共
施
設
の
統
廃

合
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
、
更
な
る

経
費
削
減
に
向
け
て
の
提
案
を
し
な

が
ら
、
皆
様
の
声
を
行
政
に
反
映
さ

せ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
為
に
も
、

議
会
の
一
層
の
活
性
化
に
取
り
組
み

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
、
厳
し
い
生
活
環
境
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
新
し
い
年
が

皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
年
に
な

り
ま
す
こ
と
を
、
お
祈
り
申
し
上
げ
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

議
員
懇
談
会
を
開
き
ま
し
た

議
会
活
動
の
一
環
と
し
て
お
こ

な
っ
て
い
る
「
村
民
の
皆
様
と
議
会

議
員
の
懇
談
会
」
を
、
さ
る
11
月
18

日
に
坂
北
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
40

名
の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、「
筑
北
村
の
農
業
振
興

を
考
え
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

①
農
業
振
興
に
対
す
る
現
状
と
課
題

②
講
演
「
長
野
県
の
現
状
及
び
筑
北

村
へ
の
提
言
」

③
意
見
交
換　

④
議
会
へ
の
要
望

に
つ
い
て
、
行
い
ま
し
た
。

①
は
、
農
業
委
員
会
長
で
も
あ
る

吉
池
議
員
よ
り
、「
農
家
の
担
い
手

不
足
、
有
害
獣
被
害
、
米
価
の
低
迷

と
い
っ
た
現
状
と
新
た
な
栽
培
品現状報告
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目
」
な
ど
を
述
べ
ま
し
た
。

②
の
講
演
は
、
筑
北
村
出
身
で
長

野
県
農
業
大
学
校
長
の
西
澤
清
氏
に

お
こ
な
っ
て
頂
き
ま
し
た
。（
要
旨

は
下
段
の
通
り
）
併
せ
て
③
意
見
交

換
、
④
議
会
へ
の
要
望
に
つ
い
て
、

ご
意
見
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
今
後
の
議
会
活
動
に
役
立

て
る
た
め
、
5
項
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
お
願
い
し
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

議
会
議
員
と
の
懇
談
会
は
、
毎
年

実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
よ
り
多
く

の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う

さ
ら
に
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
回
の
内
容
等
に
つ
い
て
、
ご
希
望

が
あ
り
ま
し
た
ら
議
員
ま
た
は
議
会

事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。講演の様子

　長野県農業大学校長西澤清氏による講演要旨

構　成 1　県農業の現状　　　2　県の担い手育成策　
3　農業大学校の現状　4　施策展開と将来展望

1. 県農業の
現状

①就業人口の減少⇒遂に 10 万人を割り込み 8万 3千人となった。
②米、野菜など主要 6品目の算出額及び法人等の経営体は増加に転じている。

2. 県の担い手
育成策

基本目標：次代へつなぐ、笑顔あふれる信州の食と農業・農村
①施策の基本方向：◆産業として農業◆消費者が求める食◆暮らしの場としての農村

3. 農業大学校
の現状

①大正 2年試験場として開設し昭和 51 年に県農業大学校となる。
②卒業生は、新規就農、県、JA及び農業関連施設等多方面で活躍。

4. 施策展開と
将来展望

①食と農業農村振興計画：算出額及び生産性の向上
②農大改革：実践経営者コースの新設、農業経営者になるための実践的な講義・実習
③産業として農業～経営力の重要性：収益 /10a 収量 609kg×単価 250円＝152千円（長野県農業経営指標（水稲）
④新 3K：かっこいい　稼げる　　感動を与える

　農業振興に係る意見

・農地の集約化が農業振興には必要となる。
・よい土地があって借りたいと思っても中間管理機構を使うとなると面倒がられる。
・JAも昔は 30 億の出荷額を誇っていたが後継者不足で村の農業は衰退している。これからは、人材を
第 1に考えて欲しい。大規模農家が 5～ 6人いればよい。
・営農条件、特に水路の改修が急務だ。
・個人単位でなく地域全体で営農への取り組みを考えて欲しい。
・高齢化で営農離れが多くなっている。→使用可能な農機具等の貸し出しを希望する。
・営農に関するアンケートは、昨年実施済みだ。それを利用して欲しい。
・坂北やさいボックスを拡充しもっと魅力的なものとして欲しい。
・村として行政懇談会が必要だ。

　議会への要望

・議員定数は減。報酬は増額。そこに一日当たりいくらという形の手当をプラスして若い議員でも生活
できるようにして欲しい。



14

アンケート結果（議会では、「農政について」及び「議会について」の 5項目につき懇談会時
にアンケートを実施しました。）今回は村の特産品についての結果を公表します。
※他の項目につきましては、紙面の都合上次回以降の「議会だより」にて公表いたします。

議員懇談会アンケート集計（出席40名、回答者34名）
【農政について】
・筑北村の特産品

品 目 回答者数
米（はぜ掛米を含む） 16名

やさい（白菜　東山のやさいを含む） 11名
きのこ　　そば 各2名

果実　花木　ジビエ　とうがらし
松　もえぎ豆腐　やしょうま　りんご

ワインブドウ
各1名

※特産品の項目については無回答者がいたため回答者数と一致しません。

平成30年12月定例会審議内容
件　　　　　　　　　　名 議決の結果

筑北村教育委員会委員の任命について 同意
平成 30 年度筑北村一般会計補正予算（第 3号） 可決
平成 30 年度筑北村バス事業特別会計補正予算（第 3号） 〃
平成 30 年度筑北村国民健康保険特別会計補正予算（第 2号）  〃
平成 30 年度筑北村介護保険特別会計補正予算（第 2号） 〃
平成 30 年度筑北村とくら温泉施設特別会計補正予算（第 3号） 〃
平成 30 年度筑北村差切峡温泉施設特別会計補正予算（第 2号） 〃
平成 30 年度筑北村冠着温泉施設特別会計補正予算（第 2号） 〃
平成 30 年度筑北村簡易水道事業特別会計補正予算（第 2号） 〃
平成 30 年度筑北村集落排水事業特別会計補正予算（第 3号） 〃
筑北村議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例について 〃
筑北村特別職の職員で常勤のもの等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例について 〃
筑北村一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 〃
筑北村手数料徴収条例の一部を改正する条例について 〃
村道路線の認定及び廃止について 〃
平成 30年度社会資本整備総合交付金事業　村道西条別所線西条（2）道路改良工事請負契約について 〃
へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を近隣県並みの水準に戻すことを長野県知事に
求める請願書 採択

安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交替制労働の改善を求める陳情 〃
「後期高齢者の医療窓口負担の見直し」にあたり原則 1割負担の継続を求める意見書採択について 継続審査

・へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を近隣県並みの水準に戻すことを長野県知事に求める意見書
・安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交替制労働の改善を求める意見書
＊関係機関へ意見書の送付を行いました。
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長野県議会議員選挙執行日決定
選　挙　期　日　　平成 31 年 4 月 7 日（日）　
選挙期日告示日　　平成 31 年 3 月 29 日（金）
期日前投票開始日
＊本城投票所　
　　　平成 31 年 3 月 30 日（金）～ 4月 6日（土）
　　　午前 8時 30 分～午後 8時まで
＊坂北期日前投票所及び坂井期日前投票所については、期間を短縮して開設する予定です。
　当日　4月 7日（日）は、全投票所の投票時間が
　　　午前 7時～午後 6時までです。　（村選挙管理委員会で決定）
◎　終了時間にご注意ください。

筑北村選挙管理委員会からお知らせ

筑北村選挙管理委員会では、長野県議会議員選挙の期日前投票所投票立会人を募集し
ます。選挙における投票立会人は、住民の政治に対する関心を高めるため、今回公募を
行います。是非一度体験してみませんか。

長野県議会議員選挙「期日前投票所投票立会人」を公募します。

内　　　容 期日前投票所投票立会人

応 募 で き る 人
筑北村の選挙人名簿に登載されている人
（平成30年 12月 28日以前から、引き続き筑北村にお住まいの方で選挙人
名簿に登録されている方）

申 し 込 み 方 法 投票立会人申込書に必要事項を記入し選挙管理委員会または、各支所に
申し込んでください。※申込書は、役場及び各支所にあります。

立ち会いをする場所 本城・坂北・坂井の3箇所の期日前投票所

立ち会いを行う日 本城8日間 /坂北・坂井2日間

立ち合い時間
・集合は開始15分前です。
・立ち会い終了後、投票録
  を作成後解散です。

3箇所共通　　午前8時30分　～午後8時まで

募 集 人 員 各投票所とも1日につき2人

報 酬
1日（午前8時30分～午後8時）につき9,500円　
※やむを得ない事情により交代となった場合は、時間換算した金額をお支払
します。

仕 事 の 内 容 投票所の投票における投票手続き全般の立ち会い

選 任 方 法 希望者が多数、若しくは重複した場合は抽選となります。

そ の 他 食事について　※全ての投票所において昼食及び夜食を提供します。

募 集 期 間 平成31年1月21日～2月13日


